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特定非営利活動法人 アクション 

 

１ 事業の成果 

 本年は、JICA 草の根技術協力事業では、政府機関である社会福祉開発省（DSWD）や少年司法福祉法
審議会（JJWC）と連携して、ハウスペアレント向け能力強化研修の指導者を育成するトレーナー育成研
修をフィリピン全国 9 地域で実施し、240 名の指導者を育成した。また、当会が開発したライフスキル
向上プログラムが青少年更生施設の公式プログラムとして認可される等の成果も達成した。さらに、公
立学校の低体重の生徒を対象とした給食支援事業、ダンス教室や空手教室を通じた子ども達の情操教育、
セラピスト養成講座による職業訓練、地方行政と協力した人身売買を抑制するための取り組みにも力を
入れた。海外ボランティアの現地受け入れ、日本の小学生とフィリピンの小学生がオンラインで交流す
る国際理解教育、フィリピンで開発したライフスキルプログラム教材を日本版に改訂する等、フィリピ
ンだけでなく、日本の子ども達や青少年に向けた取り組みも実施した。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【 26,584】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

国際協力事業 発展途上国の児童福祉施設支援 

・施設修繕支援 

・物品支援 

通年 フィリピン 

サンバレス州 

ジャイラホーム 

2人 児童福祉施

設の子ども 

20人 161 

国際協力事業 発展途上国のストリートチルド

レン及び貧困家庭の子ども支援 

・子ども達への教育支援 

通年 フィリピン 

オロンガポ市 

3人 ストリート

チルドレン

と貧困地域

の子ども 

60人 58 

国際協力事業 発展途上国の子ども達に対する 

情操教育及び職業訓練事業 

通年 フィリピン 

サンバレス州 

4人 児童福祉施

設と貧困地

域の子ども 

300人 1638 

 

国際協力事業 発展途上国の子ども達に対する 

給食支援事業 

通年 フィリピン 

サンバレス州 

2人 貧困地域の

子ども 

120人 3200 

国際協力事業 国際理解教育事業 

・武蔵野市主催土曜学校「世 

界を知る会」の運営 

・日本国内の小学校～大学への

講師派遣 

通年 フィリピン 

サンバレス州 

日本 

武蔵野市他 

3人 フィリピン

と日本の子

ども 

40人 8 

国際協力事業 国際協力機構 草の根技術協力

事業費 

・児童福祉施設職員の能力向上 

・青少年更生施設のこども達の

ライフスキル伸ばし自立を促進 

通年 フィリピン 

全国 11地域 

10人 児童養護施

設の職員 

 

750人 4820 

国際協力事業 未成年の人身売買防止事業 通年 フィリピン 

サンバレス州 

3人 

 

活動地域の

公共交通機

関のドライ

バー、ホテ

ルやレスト

ランの従業

200人 14505 
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員、学校の

先生 

国際協力事業 

 
若年層への性教育啓発事業 通年 フィリピン中部

ルソン地域（サ

ンバレス州・バ

タアン州・パン

パンガ州）及び

マニラ首都圏 

2人 児童福祉施

設の子ども

/対象地域

の保護者及

び青少年 

500人  288 

国際協力事業 女性の所得向上事業 通年 フィリピン 

オロンガポ市 

サンバレス州 

バタアン州 

マニラ首都圏 

 

2人 

 

活動地域の

女性達 

10人 77 

国際ボランテ

ィア体験事業 

各事業地へのボランティア派遣 随時 フィリピン 

オロンガポ市 

サンバレス州 

マニラ首都圏 

5人 日本市民 

 

40人 1670 

子ども達の生

活環境向上に

必要な調査研

究及び情報収

集及び提供 

地域及び児童養護施設の子ども

達に対する学習支援 

 

通年 日本 

武蔵野市 

立川市 

2人 地域と施設

の子ども 

 

20人 159 

        

 

 

（２）その他の事業                    （事業費の総費用【      】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 
従事者 
人数 

事業費 
（千円） 

      

 


